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この 表記 法 は 9 つの ブロ ッ ク で 構成 され て いま す 。 
! 表 記法 案 ver.1.00 


混同 を 防ぐ た め に 文中 の 表記 は [] で 括る 。 実 際 の 表記 で は [ ] は 用 いな い 。 
表記 中 の ': "は 定義 を 、' ' は 同義 を 表し 、 表 記 に 和 古 接 関係 する 数 字 は 半角 、 表 記 に 硬 接 関係 の な い 数 字 は 全角 と する 。 


ペン 回 し に 関す る 表記 の 定義 を 記述 する に あたっ て 必要 と 思わ れる 本 文中 の 語句 を 以下 の よう に 定義 する 。 


[運動 形態] 
ある 特定 の 1 つの 技 を 表す 目的 で 用 いる 
[運動] 


ある 特定 の 1 つの 技 を 表す の で は な く 、 

ペン が 指 に 対し て 行う 純粋 な 運動 、 お よび それ に 付随 する 状態 (後述 の 傾斜 表現 、 環 境 表現 な ど ) を 表す 目的 で 用 いる 
運動 形態 と の 違い は 、 運 動 形態 で は 基準 動作 ( ニ 弾 き ) も 考慮 され て いる 点 で ある 

[回 転 ] 


ペン が 回 転 運動 を する 場合 、 ペ ン の 中 心 軸 と 同じ 回 転 軸 を 持つ も の と そう で な いも の が 考え られ る が 、 
ここ で は 後者 の 意味 と し て 用 いる 


[部 位 ] 

ペン 回 し に お いて 用 いら れる こと が 多い 指 お よび 手 に 対し て 用 いる が 、 
それ 以外 の 部 位 に も 例外 的 に 用 いる こと が ある 

[基準 ] 


ペン 回 し に お ける 個々 の 技 が どの 指 を 中 心 に 行っ て いる の か を 示す 場合 に 、 
その 指 を 、 技 の 基準 と な る 指 と いっ た よう に 表現 し て いる 
例え ば 、 親 指 の 周り を 回 る も の で あれ ば 親指 が 基準 と な っ て いる 
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第 一 章 記 の 基本 
る 運動 形態 の 表記 形式 


運動 形態 を 表記 する 際 に は 、 最 大 で 以下 の 9 種 の 組み 合わ せ を 以下 の 順に 用 いる 。 

上 W の つい て いな い 小 括弧 、 コ ロン は 、 実 際 の 表記 の 際 に も この 位置 で 用 いら れる 。 

(な お 、 当 表記 内 で は 見 や すさ を 考慮 し 、 適 当 な 箇所 に 半角 スペ ー ス を 用 いる ) * 印 が つい て いる も の は 、 省 略 さ れる 場合 が ある 。 
運動 形態 = "基準 動作 "(" 起 点 部 位 ") "状態 の 推移 " : "運動 の 表記 "運動 の 正負 "" 傾 斜 表現 " "自由 回 転 数 "環境 表現 "" 補 足 部 位 " 
基準 動作 ・・・ 運動 の 初期 動作 (ペン を 弾く こと ) また は 対称 移動 で ある こと を 表す (7 種 ) 

起点 部 位 ^ ・・・ 基準 動作 の 中 心 と な る 部 位 を 表す 

状態 の 推移 * ・・・ 運動 形態 の 前 後 で の 状態 を 表す 

運動 の 表記 * ・・・ 具体 的 な 運動 を 表す 


運動 の 正負 ・・・ 運動 が 正 と 負 ( 後 迷 ) の どちら を 満た すか を 表す (2 種 X 2 種 ) 
傾斜 表現 * ・・・ 運動 を する 際 の 傾き を 表す (2 種 ) 

自由 回 転 数 * ・・・ 運動 の 自由 回 転 数 ( 後 述 ) を 表す 

環境 表現 * ・・・ 運動 の 際 の 手 の 振る 舞い を 表す (3 種 ) 

補足 部 位 * ・・・ 中 心 と な っ て いな い 部 位 の 状態 を 表す 


運動 形態 の 連続 
運動 形態 の 連続 を 表す 場合 に は 、 
(運動 形態 1) 愛 (運動 形態 2 ) 


の よう に 、 接 続 する 運動 形態 を [ 館 ] で 結ぶ 。 


表記 形式 の 前 方 互換 

現行 定義 と の 表記 形式 の 互換 性 の た め に 、 特 定 の 表記 形式 に お いて 、 

以下 の よう に 現行 定義 で の 表記 形式 に 近い 形式 で 運動 形態 を 表記 する こと か が 出来 る 。 

(な お 、 こ の 互換 は 今後 廃止 され る 可能 性 が ある ) 

1 . 1 つの 運動 形態 に つい て 

運動 形態 

ー リ "基準 動 作 "(" 起 点 部 位 ") "状態 の 推移 " : "運動 の 表記 "" 運 動 の 正負 " "傾斜 表現 " "自由 回 転 数 "" 環 境 表現 "" 補 足 部 位 " 

飼 " 運 動 の 表記 " "運動 の 正負 "" 傾 斜 表現 "" 基 準 動作 "(" 起 点 部 位 ") "自由 回 転 数 " "状態 の 推移 " "環境 表現 "" 補 足 部 位 " (※) 
と 表記 する こと が 出来 る 。 

た だ し 、 複 数 の 運動 の 表記 が 含ま れる 場合 は 、 

"運動 の 表記 "" 運 動 の 正負 " "傾斜 表現 "} "基準 動 作 "(" 起 点 部 位 ") "自由 回 転 数 " "状態 の 推移 " "環境 表現 "" 補 足 部 位 " 

の よう に { } を 表記 する 。 

それ ぞ れ の 傾斜 表現 、 環 境 表現 、 補 足 部 位 の いずれ か が 一 致す る と き 、 

一 致し た 要素 は 上 の 表記 形式 で の { } 内 か ら 取 り 除 き 、 (※) の 表記 形式 と 同様 の 位置 に 表記 する こと か が 出来 る 。 

自由 回 転 数 に つい て は 、 一 致 を 問わ ず 、 連 続 す る それ ぞ れ の 運動 の 自由 回 転 数 の 合計 を 、 

1 の 表記 形式 と 同様 の 位置 に 表記 する こと が 出来 る 。 

また 、 そ れ ぞ れ の 運動 に つい て 、 運 動 の 正負 が 一 致し 、 か つ 1 } 内 に 運動 の 表記 お よび 運動 の 正負 の み が 表 記さ れ て いる 場合 、 
を 取り 除き 、 運 動 の 正負 を (※) の 表記 形式 と 同様 の 位置 に まとめ て 表記 する こと が 出来 る 。 

具体 例 に つい て は 、 付 録 内 で の 書き 換え を 参照 。 

2 . 複数 の 運動 形態 の 連続 に つい て 、 そ れ ぞ れ の 運動 形態 の 基準 動作 が 一 致す る と き 

(運動 形態 1) ラ (運動 形態 2 ) 

S 人 ("運動 の 表記 1 " "運動 の 正負 1 " "傾斜 表現 1 " "自由 回 転 数 1 "環境 表現 1 "" 補 足 部 位 1 " マ " 運 動 の 表記 2 "" 運 動 の 正負 2 "" 傾 斜 表現 2" "自由 回 転 数 
2 "環境 表現 2 "" 補 足 部 位 2 "|- "基準 動 作 "(" 起 点 部 位 ") "状態 の 推移 " 

と 表記 する こと が 出来 る 。 3 つ 以 上 の 運動 形態 の 連続 に つい て も 同様 。 

ここ で の 数 字 は 、 対 応 する 運動 形態 内 で の 表記 を 表す 。 

た と えば "運動 の 表記 1 "は 、 運 動 形態 1 で の "運動 の 表記 "を 表し て いる 。 

状態 の 推移 に つい て は 、 連 続 する 運動 形態 の うち 、 最 初 の 運動 形態 の 開始 前 の 状態 と 、 最 後 の 運動 形態 の 終了 後 の 状態 を 表記 する 。 
それ ぞ れ の 運動 形態 の 運動 に つい て 、 傾 斜 表 現 、 環 境 表 現 、 補 足 部 位 の いずれ か が 一 致す る と き 、 

一 致し た 要素 は 上 の 表記 形式 で の { } 内 か ら 取 り 除 き 、 1 の 表記 形式 と 同様 の 位置 に 表記 する こと が 出来 る 。 

自由 回 転 数 に つい て は 、 一 致 を 問わ ず 、 連 続 す る それ ぞ れ の 運動 形態 の 自由 回 転 数 の 合計 を 、 

1 の 表記 形式 と 同様 の 位置 に 表記 する こと が 出来 る 。 

また 、 そ れ ぞ れ の 運動 形態 に つい て 、 運 動 の 正負 が 一 致し 、 か つ { } 内 に 運動 の 表記 お よび 運動 の 正負 の み が 表 記さ れ て いる 場合 、 
運動 の 正負 を (※) の 表記 形式 と 同様 の 位置 に まとめ て 表記 する こと か が 出来 る 。 

具体 例 に つい て は 、 付 録 内 で の 書き 換え を 参照 。 


第 二 章 部 位 節 
部 位 番号 、 拡 張 記号 、 中 間 位置 、 拡 張 部 位 番号 、 補 足 部 位 、 動 作 継 続 を 以下 の よう に 定義 し (これ ら を 総称 し て 部 位 人 節 と 呼ぶ ) 、 
これ を 用 いて 運動 や 状態 の 推移 な ど を 表す 。 


部 位 番号 
部 位 の 中 で も 基本 と な る 手 の 部 位 を 表現 する も の 。 
手 の 部 位 を 以下 の よう に 定義 する 。 


・ 0: 手 の 平 ( 甲 ) 
・ 1: 親 指 

・ 2: 人 差し 指 

・ 3: 中 指 


・ 4: 薬指 
・ 5: 小 指 
上 の 数 字 単 体 が 対応 する 部 位 自体 を 表す 。 
例 ) 
親指 を 基準 と し た 運動 信 1 を 基準 と し た 運動 
また 、 複 数 の 部 位 を まとめ て 扱う 場合 に は [>] で それ ぞ れ の 部 位 番 号 を 繋げ る 。 


例 ) 
人 差し 指 と 中 指 を 基準 と し た 運動 @ 2>3 を 基準 と し た 運動 


拡張 記号 


部 位 番号 の 表現 範囲 を 拡張 する も の 。 
部 位 番 号 を n と し て 、 
それ ぞ れ 部 位 の 面 を 以下 の よう に 定義 する 。 


・ nP : 手の平 側 の 面 
・ nB : 手の甲 側 の 面 
・ nUs : 親指 か ら 小 指 へ 向かう 視点 か ら 見 た 側面 
・ nDs : 小指 か ら 親 指 へ 向かう 視点 か ら 見 た 側面 
・ nT : 頂点 
例 ) 
手の平 ([0]) の 、 面 を 基準 と し た 運動 人 0P を 基準 と し た 運動 
手の甲 ([0]) の 、 面 を 基準 と し た 運動 信 0B を 基準 と し た 運動 
中 指 ([3]) の 、 手 の 平 側 の 面 を 基準 と し た 運動 G 3P を 基準 と し た 運動 
小指 ([5]) の 、 手 の 甲 側 の 面 を 基準 と し た 運動 人 5B を 基準 と し た 運動 
人 差し 指 ([2]) の 、 親 指 側 の 側面 を 基準 と し た 運動 @ 2Us を 基準 と し た 運動 
楽 指 ([4]) の 、 小 指 側 の 側面 を 基準 と し た 運動 @ 4Ds を 基準 と し た 運動 
また 、 左 と 右 の 区 別 を 以下 の よう に 定義 する 。 
・ nL : 左手 の 部 位 
・ nR: 右手 の 部 位 
[L],[R] は 両手 が 混在 する な ど 、 区 別 する 必要 が ある 場合 で な けれ ば 表記 する 必要 は な い 。 
表記 の 際 は 以下 の 順番 で 左 か ら 表 記す る 。 
① どの 面 が 基準 に な っ て いる か (P/B/Us/Ds) 
② 左 と 右 の どちら の 手 を 使っ て いる か (L/R) 
この 順番 に 沿う と 、 以 下 の よ うに な る 。 
例 ) 
左手 を 使っ て いて 、 人 差し 指 ([2]) の 、 手 の 甲 側 の 面 を 基準 と し た 運動 人 2BL を 基準 と し た 運動 
右手 を 使っ て いて 、 中 指 ([3]) の 、 親 指 側 の 側面 を 基準 と し た 運動 @ 3UsR を 基準 と し た 運動 


久 拡 張 部 位 番号 

部 位 番号 で は 表現 出来 な い 部 位 を 定義 する も の 。 

n を 数 字 、 て を 宣言 する 部 位 の 定義 と し て 、 

en :( セ ミコ ロン ) て 

の よう に 表記 する こと で 、 そ れ 以 降 、 宣 吉 し た 部 位 を 表す も の と し て 、 
en 


と 表記 する こと が 出来 る 。 


宣言 を 複数 行 に し た い 場 合 に は 、 
en{ へ (複数 行 を また い だ 後 に ) } 
と 表記 する 。 


n に 入る 数 字 は 1 か ら 始 まり 、 新 し く 追 加 す る ご と に 2,.3.… と 増やし て いく 。 
指定 する 部 位 の 表記 方 法 に つい て は 形式 を 定め な い の で 、 

単純 な 部 位 の 名 移 以 外 に 、 そ の 部 位 の 使い 方 を 表記 し て 使う こと も 出来 る 。 
一 般 に 、 拡 張 部 位 番号 に 対し て 拡張 記号 は 用 いる こと が 出来 な い が 、 

宣 吉 時 の 定義 の 中 に 拡張 記号 の 解釈 を 表記 すれ ば 用 いる こと が 出来 る 。 


た と えば 肘 と 膝 を 定義 し た い 場 合 は 一 番 最初 に 以下 の よう に 宣 訓 を する 。 
e1 : 肘 

e2 : 膝 

宣言 が 終わ っ た 後 は 部 位 番号 と 同じ よう に 扱う こと か が 出来 る 。 

この 例 に 沿う と 、 


e1 を 基準 に し た 運動 信 肘 を 基準 に し た 運動 

e2 を 基準 に し た 運動 信 膝 を 基準 に し た 運動 

と こい うこ と に な る 。 

e の 後ろ に 来る 番号 は 1 か ら 始 まる 連 番 に し な けれ ば な ら な い 。 

この 場合 は [e1] と [e2] だ っ た が 、3 つ 目 の 部 位 を 追加 する 場合 に は [e3] が 割り 当て られ る 。 


た だ し 、 こ の よう な 必要 最小 限 の 定義 で は 、 一 意 的 な 解釈 が な され な い 恐 れ が ある 。 
その た め 、 宣 言 の 際 に は 以下 の よう な 詳細 を 含ん だ 記述 が 望ま し い 。 


e1 : 対 の 、 肘 を 曲げ た と き に 内 側 に な る 面 
e2 : 膝 の 、 膝 を 曲げ た と き に 外側 に な る 面 


また 、 部 位 に よっ て は 左 と 右 の 区 別 が つけ られ な いも の や 、 

拡張 記号 の 項 の 面 の 定義 に 沿え な いも の が ある た め に 、 

定義 する 部 位 が それ ら に 該当 し な いも の で あっ て も 、 拡 張 部 位 番号 に は 拡張 記号 を つけ られ な いも の と する が 、 
左 と 右 や 、 面 な ど を 複数 定義 し た い 場 合 も 考え られ る 。 

それ ら を まとめ て 表記 する 際 に は 以下 の よう な 表記 が 望ま し い 。 


e1 { 

以下 の よう な 拡張 記号 を 伴う 肘 
肘 を 曲げ た と き に 内 側 に な る 面 を P 
肘 を 曲げ た と き に 外側 に な る 面 を B 
左 の 肘 を L 

右 の 肘 を R 

と する 。 

] 


この よう に 拡張 記号 の 使い 方 を 明記 し た 場合 に 限り 、 拡 張 記 号 を 用 いる こと が 出来 る 。 


例 ) 
肘 の 、 肘 を 曲げ た と き に 内 側 に な る 面 を 基準 と し た 運動 @ e1P を 基準 と し た 運動 
右 の 肘 の 、 肘 を 曲げ た と き に 外側 に な る 面 を 基準 と し た 運動 信 e1BR を 基準 と し た 運動 


表現 の 幅 を 広げ る た め 、 拡 張 部 位 番号 は 体 の 部 位 以外 を 用 いる こと も 認め る 。 

また 、 そ れ ら の 使い 方 が 当 案 で 定義 され て いる も の で は 表記 出来 な い 例 外 的 な 用 いら れ 方 を する 場合 は 、 
運動 の 仕方 まで を 宣言 中 の 定義 に 含む こと が 出来 る 。 

この 場合 は 、 拡 張 部 位 番号 自体 を 1 つの 運動 形態 と し て よい 。 


例 ) 
e1 : 床 で 転がす 運動 
運動 形態 1) ラ e1 愛 (運動 形態 2 ) 


な お 、 宣 吉 が 一 般 的 か 特殊 か に 関わ ら ず 、 


解釈 する 側 を 考え 、 表 記 内 で 用 いる 拡張 部 位 番号 は 必要 最小 限 に 留め る こと 。 
拡張 部 位 番 号 を 用 いな く て も 他 で 定義 むす る こと が 出来 る 場合 は 、 
拡張 部 位 番号 を 用 いる 場合 より も 過度 に 複雑 に な っ て し まう 場合 を 除き 、 他 の 定義 で 代用 する こと 。 


中 問 位置 


部 位 と 部 位 の 間 を 表現 する も の 。 
部 位 ajb を 考え 、 以 下 の よ うに 定義 する 。 
a<b: 部 位 a と 部 位 b の 間 


[に ] は 省略 し て 表記 し て も よい 。 
た だ し 、 項 末 の 表記 例 に ある よう な 省略 が 不可 な パタ ー ン も 存在 する 。 


一 般 的 に 用 いら れる 5 本 の 指 に つい て は 以下 の よう に な る 。 


小指 ([5]) 一 薬指 ([4]) 間 4-5 また は 5<-4 
薬指 ([4]) 一 中 指 ([3]) 間 3<- 和 4 また は 4^-3 
中 指 ([3]) 一 人 差し 指 ([2]) 間 2c3 また は 3 すう 2 
人 差し 指 ([2]) 一 親指 ([1]) 間 1<2 また ほ 2 ユ 


な お 、 表 記 の 際 に どちら の 順番 ([4-5] と [5-4] な ど ) で 用 いる か は 特に 指定 し な い 。 
これ は 部 位 と 部 位 の 間 を 表現 する も の な の で 、 以 下 の よ うな 面 を 考え た 表現 も 可能 で ある 。 


例 ) 
左 の 手の平 ([OL]) と 右 の 手の平 ([0R]) で 挟ん だ 状態 @ 0P{L<RI 


面 と 、 左 右 の 違い を 考え な い 場 合 、 
同じ 部 位 2 つ に は 明確 な 間 が 存在 し な い の で 、 中 間 位 置 の 部 位 は 常に 異な る 部 位 が 結ば れる 。 


次 に 部 位 を また い だ 位 置 に つい て 、 部 位 番号 a,b,c (この 順に 並ぶ ) を 考え 、 以 下 の 例 の よう に 定義 する 。 


Pa-c} : ペン が a-c の 位置 に ある か つ b が 手の平 側 に 反っ て いる 
Bfa~-c} : ペン が a<c の 位置 に ある か つ b が 手の甲 側 に 反っ て いる 


( 例 ) 人 差し 指 と 薬指 の 間 ([2-4]) で 、 中 指 ([3]) が 手の平 側 に ある 状態 人 @ Pt2~-4 
人 差し 指 と 薬指 の 間 ([2-4]) で 、 中 指 ([3]) が 手の甲 側 に ある 状態 人 BI2~-4] 


これ は 、 ま た ぐ 部 位 の 数 が 変わ っ て も 、 ま た が れ て いる 部 位 が 同じ 方 向 に 向い て いれ ば 同様 に 表記 する こと が 出来 る 。 


例 ) 人 差し 指 と 小指 の 間 ([2-5]) で 、 中 指 ([3]) と 薬指 ([4]) が 手の平 側 に ある 状態 飼 P{2~-5} 
親指 と 小指 の 間 ([1-5]) で 、 人 差し 指 ([2]) と 中 指 ([3]) と 薬指 ([4]) が 手の甲 側 に ある 状態 人 @ BI1-5} 





P2-P2 
省略 系 写 P1P1 





0PL<-0PR 
省略 形 之 0PLOPR 





2P>3P-1P 
区 切り が わか ら な く な っ て し まう た め 、 省 略 不可 


簡略 化 の た め の 表 記 


部 位 番 号 お よび 拡張 部 位 番号 に 付加 され る 拡張 記号 や 中 間 位 置 な ど は 、 
以下 の 例 の よう に 括り 出し て も よい 。 


( 例 ) 1P2P3P 人 @ Pf1,2,31 
3BR,4BR,5BR 人 BR{3,4,5} 
1P2PR,3PL 人 @ P[1,2R,3L] 
た だ し 、 こ の 場合 は 中 間 位 置 の 記号 を 省略 する こと は 出来 な い 。 
(例え ば [2P~-4P] と [P{2~41] で は 意味 する も の が 違っ て し まう ) 
な お 、 括 り だ す 場 合 は 必ず 括弧 の 前 方 に 出す 。 








久 運 動 の 表記 
それ ぞ れ の 部 位 人 節 が 、 上 の 画像 内 の 矢印 の よう に 回 転 する 運動 を 表す も の と し て 、 以 下 の よ うに 運動 を 表記 する 。 


これ ら は 第 一 章 で 示し た 運動 形態 の 表記 形式 に お いて の (運動 の 表記 ) の 位置 で 部 位 節 が 表記 され る 場合 に お いて 成り 立つ も の で あ 
る 。 

ある 部 位 の 周り で 、 画 像 の 赤 の 矢印 と 同じ よう に 回 転 す る (部 位 基 準 の 回 転 ) 場合 、 そ の 部 位 の 部 位 番号 の み で 表す 

ある 部 位 の 面 の 上 で 、 画 像 の 青 の 矢 印 と 同じ よう に 回 転 する ( 面 基 準 の 回 転 ) 場合 、 そ の 部 位 の 面 を 含む 部 位 番号 で 表す 

ある 部 位 と 部 位 の 間 で 、 画 像 の 緑 の 矢印 と 同じ よう に 回 転 す る (中 間 基 準 の 回 転 ) 場合 、 そ の 部 位 と 部 位 の 間 を 中 間 位 置 で 表す 


具体 例 は 以下 の 通り 。 


例 ) 

1 親指 の 周り で 、 画 像 の 赤 の 矢印 と 同じ よう に 回 転 する 運動 

3B 人 々 中 指 の 手の甲 側 の 面 の 上 で 、 画 像 の 育 の 矢印 と 同じ よう に 回 転 する 運動 

3~4 人々 中 指 と 薬指 の 間 で 、 画 像 の 緑 の 矢印 と 同じ よう に 回 転 する 運動 

また 、 一 度 に 複数 の 部 位 に 対し て 運動 する 場合 、 以 下 の 例 の よう に 表記 する 。 

た だ し 、 中 間 位 置 に 関し て は 、 中 間 位 置 の 定義 に より 一 括 表記 する こと が 出来 る た め 、 

部 位 番号 また は 面 を 含む 部 位 番号 に よっ て 表 さ れる 運動 に つい て の み 定 義 する 。 

2>3 : 人 差し 指 と 中 指 の 周り で 、 画 像 の 赤 の 矢印 と 同じ よう に 回 転 する 運動 

2.2Us : 人 差し 指 の 周り で 、 画 像 の 赤 の 矢印 と 同じ よう に 回 転 し た 後 、 人 差し 指 の 親指 側 の 側面 の 上 で 回 転 する 運動 
また 、 1 つの 初期 動作 (後述 ) に つい て 、 指 基準 の 運動 は 、 連 続 し て 複数 回 出来 な いも の と する 。 

X 指 基準 つ 指 基準 

〇 指 基準 -> 面 基準 、 面 基準 指 基準 、 指 基準 面 基 準 - 指 基準 な ど 

(2 回 目 の 指 基準 の 運動 の 際 に は 、 部 位 に よる 押し (後述 の Strike) が 含ま れ て いる と し て 記述 する 。 付 録 の 具体 例 参照 


状態 の 推移 


運動 形態 の 前 後 で の 状態 の 推移 を 表す も の 。 

ここ で の 「 状 態 」、 と は 、 ペ ン が 部 位 と どの よう な 関係 に ある か を 意味 する 。 

表記 が 示す 運動 の 表現 に 関し て 、 一 意 性 が 著しく 損なわ れ な い 場 合 に 限り 省略 可 。 

(状態 の 推移 を 明記 し な いこ と に よっ て 、 あ る 運動 形態 の 表記 に 関し て の 解釈 が 複数 存在 し て し まう 場合 は 省略 不可 ) 
運動 形態 の 開始 前 の 状態 を A、 終 了 後 の 状態 を B と する と き 、 


A-B 
の よう に 、 ハ イフ ン で 状態 を 繋ぐ 。 
それ ぞ れ の 状態 に つい て は 、 以 下 の よ うに 表記 する 。 


ペン が 部 位 の 間 に あ り 、 挟 まれ て いる 場合 、 挟 ん で いる 部 位 を 中 間 位 置 を 用 いて 表記 する 

た だ し 、 指 の 中 間 位置 に お いて 、 後 述 の 移動 方 向 が 正 の 場合 は 番号 の 大 きい 方 か ら (54、43 な ど ) 、 

移動 方 向 が 負 の 場合 は 番号 の 小さ い ほ うか ら (12、34 な ど ) 表記 する の が 望 まし い 

ペン が 部 位 に 乗っ て いる 、 ま た は ペン に 部 位 が 添え られ て いる 場合 、 ペ ン が 触れ て いる 部 位 の 面 を 、 部 位 侵 を 用 いて 表記 する 


これ ら の 表記 が 同時 に な され る 場合 は 、 


ペン が 部 位 に 乗っ て いる こと を 示す 表記 を a 、 

ペン が 部 位 で 挟ま れ て いる こと を 示す 表記 を b、 

ペン に 部 位 が 添え られ て いる こと を 示す 表記 を cC と し て 、 以 下 の よ うな 順番 で 表記 する 。 
実際 の 運動 形態 に お いて 存在 し て いな い 状 態 は 表記 し な い 。 


a/b/c 


複数 の 部 位 に 乗っ て いる 、 ま た は 複数 の 部 位 が 添え られ て いる 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 部 位 を [,] で 繋ぐ 。 
な お 、 ペ ン が 部 位 に 挟ま れる こと も 、 部 位 に 乗っ か る こと も な く 、 

か つ 何 ら か の 部 位 に 触れ て いる こと は な いも の と する 。 

すなわち 、 面 を 表す 部 位 侵 の み が 出 て きた 場合 、 ペ ン が 該当 部 位 に 乗っ て いる こと を 表す 。 


例 ) 

ペン が 人 差し 指 と 中 指 で 挟ま れ て いる 状態 S 2-3 人 23 

ペン が 薬指 の 手の甲 側 の 面 に 乗っ て いる 状態 全 4B 

ペン が 中 指 の 親指 側 の 側面 に 乗っ て いて 、 人 差し 指 が 手の平 側 の 面 を 触れ る よう に し て 添え られ て いる 状態 師 3Us/2P 
ペン が 中 指 と 薬指 の 手の甲 側 の 面 に 乗っ て いる 場合 信 3B,4B 人 @ P{3,4}1 (3 番目 の 表記 に つい て は 次 項 を 参照 ) 

ペン が 人 差し 指 と 中 指 で 挟ま れ て いて 、 親 指 が 手の甲 側 の 面 を 触れ る よう に し て 添え られ て いる 状態 信 23/1B 


補足 部 位 


運動 に 真 接 関係 し て いな い 部 位 の 状態 を 表現 する も の 。 省略 可 。 
部 位 番号 a を 考え 、 以 下 の よ うに 定義 する 。 


#a : a を 手 と 平行 に な る よう に (まっ すぐ ) 伸 ば し た 状態 
#Pa : a を 手の平 側 に 曲げ た 状態 
#Ba : a を 手の甲 側 に 曲げ た 状態 


な お 、 こ こ で の 記号 PB は 拡張 記号 と は 異な る 用 途 で 用 いら れ て いる こと に 注意 。 
また 、 複 数 の 指 に つい て の 補足 は 以下 の 例 の よう に 表記 する 。 


例 ) 

薬指 ([4]) を 手の甲 側 に 曲げ た 状態 人 #B4 

親指 ([1]) と 小指 ([5]) を 手の平 側 に 曲げ た 状態 信 #P{15} 

人 差し 指 ([2]) を 手の平 側 に 、 中 指 ([3]) を 手の甲 側 に 曲げ た 状態 人 ぐ P2,B3} 

人 差し 指 ([2]) と 中 指 ([3]) を 手の平 側 に 、 薬 指 ([4]) と 小指 ([5]) を 手の甲 側 に 曲げ た 状態 人 @ #P{2-3}B{4-5] 


動作 継続 


ある 「 同 じ 運 動 形態 」、 ま た は 「 同 じ 運動 の 形態 組み 合わ せ 」 を 継続 し て 行う 場合 に は 、 以 下 の よ うに し て 回 数 を 表記 する 。 
同じ 運動 形態 の 組み 合わ せ の 場合 に は 、 下 の 例 に 沿っ て 表記 する 。 

(繰り 返す も の ) ^ (回 数 ) また は { (繰り 返す も の ) }^ (回 数 ) 

例 ) 

運動 形態 A を 3 回 繰り 返す 人 @ A^3 

運動 形態 A に 連続 し て 運動 形態 B を 行う 流れ を 2 回 繰り 返す 人 @{A 芝 BIA2 


第 四 草 運動 の 方 向 と 自由 回 転 数 
久 下 転 方 向 


回 転 を 伴う 技 で 、 回 転 平面 に 対し て 垂直 な 視点 か ら 見 た と き の 回 転 運 動 の 回 転 方 向 を 表す 。 

どこ か ら 見 る か に よっ て 同じ 回 転 運 動 で も 回 転 方 向 が 逆 に 見 えて し まう た め 、 

第 三 章 で の 「 部 位 番号 拡張 記号 ・ 中 間 位置 を まとめ た 画像 」 内 で の 矢印 の 向き を 回 転 の 正方 向 と する 。 
これ を 文章 と する と 、 


指 の 周り を 回 る 場合 と 、 指 の 頂点 の 面 を 回 る 場合 は 指 の 先端 を 上 向き 
部 位 の P/B 面 上 で 回 る 場合 は 手 の 手の甲 側 の 面 を 上 向き 


部 位 の Us/Ds 面 上 で 回 る 場合 と 、 指 の 間 で 回 る 場合 は 手 の 上 方 の 側面 を 上 向き 
と し て 、 回 転 方 向 の 基準 を 以下 の よう に 定義 むす る と いう こと に な る 。 


ある 基準 点 (上 の 3 つの いずれ か ) に 対し て 左 回 り の 回 転 : 正 の 回 転 
ある 基準 点 に 対し て 右 回 り の 回 転 : 負 の 回 転 


また 、 上 の 3 つ に 該当 し な い 部 位 に 対し て 回 転 方 向 を 表す 場合 は 、 
回 転 方 向 が 存在 し な い 、 ま た は 拡張 部 位 番号 の 宣 吉 内 で 指定 し た 回 転 方 向 を も つと する 。 


多 移 動 方 向 


移動 を 伴う 技 で 、 手 に 対し て の 移動 方 向 を 以下 の よう に 定義 する 。 


ある 位置 か ら 、 指 に 平行 で な く 親 指 側 に 向かう 移動 : 正 の 移動 
ある 位置 か ら 、 指 に 平行 で な く 小 指 側 に 向かう 移動 : 負 の 移動 


また 、 手 に 対し て の 移動 方 向 が 剤 断 出 来 な い 場 合 は 、 
移動 方 向 が 存在 し な い 、 ま た は 拡張 部 位 番号 の 宣 吉 内 で 指定 し た 移動 方 身 を も つと する 。 


久 運 動 の 正負 
ある 部 位 節 n に 対し て の 運動 の 正負 を 以下 の よう に 表現 する 。 


n+ : 移動 方 向 が 正 で 、 回 転 方 向 が 正 
n- : 移動 方 向 が 負 で 、 回 転 方 向 が 正 
rn+ : 移動 方 向 が 正 で 、 回 転 方 向 が 負 
rn- : 移動 方 向 が 負 で 、 回 転 方 向 が 負 
移動 方 向 が 土 、 回 転 方 向 が r (Reverse の 頭 文字 ) の 有無 と 対応 する 。 


回 転 ま た は 移動 が 存在 し な い (また は 章 断 出来 な い ) 場合 は 正方 向 と し て 表記 する 。 
(た だ し 、 拡 張 部 位 番号 と し て 宣言 内 で 方 向 の 正負 が 指定 され て いた 場合 は これ に 則 る ) 


自由 回 転 数 


ペン が 部 位 に よっ て 固定 され て いな い 状 態 で 、 

ペン の 向き が 9 0 度 回 転 す る こと を 0.25 回 転 の 自由 回 転 数 を 持つ と 定義 する 。 

0.25 回 転 が 自由 回 転 数 で 表記 し 得る 最小 単位 で あり 、0.25 の 整数 倍 に よっ て の み 自 由 回 転 数 が 表記 され る 。 
(た だ し 、 一 般 に は 0.25 及び 0.75 回 転 を 0.5 回 転 と し 、0.5 の 整数 倍 で 自由 回 転 数 を 表す こと が 多い ) 


自由 回 転 数 r (r は 半角 数 字 ) を 考え 、 自 由 回 転 数 を 以下 の よう に 表記 する 。 
自由 回 転 数 が 存在 し な い 場 合 は 省略 可 。 


「: 自由 回 転 数 r を も つ 
な お 、 運 動 の 性 質 上 、 中 間 基 準 の 運動 に お いて 自由 回 転 数 が 存在 する こと は な い 。 


第 五 草 傾 妊 表 現 と 環境 表現 


多 傾 付表 現 


部 位 番号 を 基準 と する 運動 の 際 に 生じ る 傾斜 を 以下 の よう に 表す 。 省略 可 。 

ペン が 部 位 に 対し て 垂 責 に 交わ る : Cross 

ペン が 部 位 に 対し て 傾い て 交わ る : Ti 

簡略 的 な も の と し て 、[Cross] を [C]、[Tilt] を [T] と し て 表記 し て も よい 。 

な お 、 当 案 で の 例 で は [Cross] と [Tilt] は 、 明 記す る の が 適切 と 思わ れる 場合 を 除き 、 省 略 の 形 を と る 。 


例 ) 


ペン が 中 指 に 対し て 傾い て 交わ っ た 状態 で 、 中 指 の 周り を 正 回 転 方 向 に 1 回転 する 運動 @ 3+Tilt 1.0 


環境 表現 


運動 中 の 手 の 状 態 を 表現 する も の 。 省略 可 。 
手 の 状 態 を 以下 の よう に 定義 する 。 


@Rise : 手の平 が 地面 に 対し て 垂下 
@Up : 手の平 が 上 を 向い て いる 
@Down : 手の平 が 下 を 向い て いる 


環境 表現 が 運動 の 表記 の 直後 に 記述 され た 場合 、 運 動 中 に 任意 の 手 の 状 態 に 変わ る こと を 表し 、 
環境 表現 が 単独 で (運動 形態 と 同列 に 扱わ れ て ) 記述 され た 場合 、 運 動 形態 と 独立 し て 任意 の 手 の 状 態 に 変わ る こと を 表す 。 


例 ) 
人 差し 指 の 周り で 正方 向 に 1 回 転 し な が ら 手 の 平 を 上 に 向け る 運動 @ 2+1.0@Up 
運動 形態 A の 後 、 手 の 平 を 地面 に 対し て 垂 頁 に し 、 さ ら に 運動 形態 B を 行う 飼 A ラ @Rise テ B 


第 六 草 。 基準 動作 


運動 の 原因 と な る 動作 (運動 形態 の 初期 動作 ) お よび ペン の 対称 移動 に 関す る 動作 を 総称 し て 基準 動作 と し 、 
その 際 に 重点 的 に 利用 され る 部 位 を 起点 部 位 と する 。 

基準 動作 に つい て は 、 以 下 の よ うな [Flip],[Strikel,[Pick],[Releasel],[Stick] の 5 種類 の 初期 動作 と 、 
[PShift],[BShift] の 2 種類 の 対称 移動 が 定義 され 、 そ れ ぞ れ に 起点 部 位 に 関す る 条件 が 定義 され て いる 。 


Flip 


2 つ 以 上 の 部 位 で ペン に 偶 力 を 加え 、 ペ ン の 運動 を 促す も の 。 
偶 力 を 加え る 際 に 、 単 独 で 特に 力 を 与え た 部 位 (複数 可 。 特 筆 し た い 場 合 は 部 位 の 面 で も よい ) が あれ ば 、 
その 部 位 を 部 位 節 で 表記 し 、 起 点 部 位 と する 。 





金 Strike 


部 位 で ペン を 押し 、 ペ ン の 運動 を 促す も の 。 
押し た 部 位 (特筆 し た い 場 合 は 部 位 の 面 で も よい ) を 部 位 節 で 表記 し 、 起 点 部 位 と する 。 





全 Pick 
2 つ 以 上 の 部 位 で ペン に 圧力 を 加え 、 ペ ン の 運動 を 促す も の 。 


起点 部 位 は 、 運 動 形態 の 開始 前 の 状態 に お いて 、 挟 まれ て いる 部 位 と 一 致す る と し 、 表 記し な い 。 





金 Release 

部 位 と 部 位 の 間 で ペン を 挟ん だ 状態 か ら 、 2 つの 部 位 を 動か し な が ら ペ ン を 開放 し 、 

ペン が 部 位 か ら 受 ける 力 ま た は 慣性 を 利用 し て ペン の 運動 を 促す も の 。 

起点 部 位 は 、 運 動 形態 の 開始 前 の 状態 に お いて 、 挟 まれ て いる 部 位 と 一 致す る と し 、 表 記し な い 。 





金 Stick 


部 位 が ペン に 加え る 力 に よっ て ペン の 運動 が 阻害 され な い 程 度 に 、 ペ ン を 挟む また は 支え る も の 。 

部 位 に ペン を 乗せ て いる 場合 も 、 支 えて いる も の と し て Stick を 用 いる 。 

な お 、 部 位 に ペン を 乗せ て いる 場合 に Stick が 用 いら れる の は 、 乗 せ て いる 状態 が 前 後 の 動 作 と は 独立 し て いる こと を 示す 場合 に 限 
と の 

た と えば 、 運 動 の 途中 に ペン を 部 位 に 乗せ た 状態 で 小 休止 する 場合 に は Stick を 用 いる 。 

起点 部 位 は 、 運 動 形態 の 開始 前 の 状態 に お いて 、 ペ ン が 挟ま れ て いる また は ペン が 乗っ て いる 部 位 と 一 致す る と し 、 表 記し な い 。 


全 PShift 


ある 部 位 ま た は 部 位 の 面 を 対称 軸 と し て 、 ペ ン を 、 手 の 平 側 を 通し な が ら 対 乏 移 動 さ せる も の 。 
対称 軸 と な っ た 部 位 ま た は 部 位 の 面 を 、 部 位 節 で 表記 し 、 起 点 部 位 と する 。 

Palm (手の平 ) か ら 一 文字 を と っ て PShift と し た 。 

金 BShift 

ある 部 位 ま た は 部 位 の 面 を 対称 軸 と し て 、 ペ ン を 、 手 の 甲 側 を 通し な が ら 対 乏 移 動 さ せる も の 。 
対称 軸 と な っ た 部 位 ま た は 部 位 の 面 を 、 部 位 節 で 表記 し 、 起 点 部 位 と する 。 

Back of the hand ( 三 手 の 甲 ) か ら 一 文字 を と っ て BShift と し た 。 


第 七草 。 空中 で の 運動 の 表記 


基準 空中 動作 
空中 で の 運動 (以下 、 空 中 動作 ) の 表記 に は 、 第 六 章 で 定義 し た 基準 動作 の うち 運動 形態 の 初期 動作 を 表す 5 つ に 接頭 辞 lr を つけ た 


・ AirFlip : Flip の 表す 初期 動作 か ら は じ ま る 空中 動作 

・ AirStrike : Strike の 表す 初期 動作 か ら は じ ま る 空中 動作 

・ AirPick :Pick の 表す 初期 動作 か ら は じ ま る 空中 動作 

・ AirRelease : Release の 表す 初期 動作 か ら は じ ま る 空中 動作 
・ AirStick : Stick の 表す 初期 動作 か ら は じ ま る 空中 動作 


を 用 いる 。 これ ら を 総称 し て 基準 空中 動作 と する 。 
空中 動作 の 表記 


空中 動作 の 表記 に あたっ て は 状態 の 推移 は ペン が 手 か ら 離 れる 十 前 の 状態 と 、 ペ ン が 手 に 再び 接し た 下 後 の 状態 を 表記 する 。 
また 、 傾 斜 表現 は 以下 の よう な 状態 を 表す 。 

ペン が 鉛直 に 回 転 す る : Cross 

ペン が 水平 に 回 転 する : Tilt 

その 他 の 要素 に つい て は 空中 を 介さ な い 運 動 (以下 、 通 常 動作 ) と 同様 に し て 表記 する 。 


例 ) 

Flip の 初期 動作 か ら は じ ま り 、 空 中 で 0.5 回 転 す る 運動 @ AirFlip 0.5 

中 指 に ペン を 乗せ た 状態 か ら ペ ン を 空中 に 浮か せ て 再び 中 指 に 乗せ る 運動 人 @ AirStrike 3B-3B 
1+Flip(3) 1.0 13-13 に お ける 自由 回 転 1.0 が 空中 で 行わ れる 運動 信 1+AirFlip(3) 1.0 13-13 


付録 


ここ で は 、 現 行 定義 に 則っ た 表記 を 、 当 案 に 則っ た 表記 で 表す こと で 表記 例 を 示し て いく 。 

表記 例 中 の 人馬 は 表記 の 解釈 上 の 一 致 を 示し 、 飼 は 表記 が 第 一 章 で の 前 方 互換 を 用 いて 書き 換え られ て いる こと を 示す が 、 
行 が 上 また は 下 、 列 が 左 ま た は 右 に いく ほど 思 ま し い 表 記 と いう こと で は な い 。 

また 、 状 態 の 推移 、 明 記さ れ て いる 「 省 略 で きる 起点 部 位 」 に つい て は 省略 し て いな い 。 


な お 、 表 現 上 の 都合 と し て 現行 定義 で は 認め られ て いな いよ うな 表記 を 用 いて し まっ て いる 恐れ が ある こと を ご 了承 願い た い 。 
Normal 

人 @Flip(3) 13-13 : 1+1.0 @ 1+Flip(3) 1.0 13-13 
ReVerSe 

飼 Flip(2) 12-12: 1-1.0 人 1-Flip(2) 1.0 12-12 
FingerlessNormal 

錠 Strike(1) 1Us-12 : 1+1.0 G 1+Strike(1) 1.0 1Us-12 
2-Gunman 

飼 Flip 23-23 : 2-Cross1.0 人 S 2-CrossFlip 1.0 23-23 
2-GunmanReverse 

飼 Flip 23-23 : 2+Cross1.0 人 @ 2+CrossFlip 1.0 23-23 
2-SymmetricalGunman 

飼 Flip 12-12 : 2+Cross1.0 人 2+CrossFlip 1.0 12-12 
2-SymmetricalGunmanReverse 

飼 Flip 12-12 : 2-Cross1.0 S 2-CrossFlip 1.0 12-12 


2-Backaround 


る Strike(2) 23-23 : 2-Tilt1.0 人 2-TiltStrike(2) 1.0 23-23 

2-BackaroundReverse 

る Strike(2) 23-23 : 2+Tilt1.0 人 @ 2+TiltStrike(2) 1.0 23-23 

TripleAxel 

飼 Flip(3) 13-13 : 1+0.5,1B+2.0,1+0.5 @ {1+0.5,1B+2.0,1+0.5}Flip(3) 13-13 人 @ {1+,1B+,1+}Flip(3) 3.0 13-13 全 1,1B,1+Flip(3) 3.0 13-13 
Harmonic 

る {Flip(3) 13-12 : 1+1.0 愛 Flip(2) 12-13 : 1-1.01^( 回 数 ) 信 [1+Flip(3) 1.0 13-12 愛 1-Flip(2) 1.0 12-131^( 回 数 ) 

Continuous 

飼 {Flip(3) 13-13 : 1+1.0]A( 回 数 ) 人 [1+ Flip(3) 1.0 13-13]4( 回 数 ) 

ScisSOrsDIin 

人 Flip(3) 32-21 : 3+0.5,2Us+0.5 人 S {3+0.5,2Us+0.5}Flip(3) 32-21 人 @ [3+,2Us+]Flip(3) 1.0 32-21 人 S 3,2Us+Flip(3) 1.0 32-21 
1.2-SpreadDouble 

飼 Flip(3) 13-2Us : ]+1.0 愛 Strike(2) 2Us-12 : 2+1.0 人 1+Flip(3) 1.0 13-2Us 今 2+Strike(2) 1.0 2Us-12 

2-HalfGunman 


飼 Flip 32-21 : 2-0.75 師 2-Flip 0.75 32-21 
る Flip 32-21 : 2-0.5 る 2-Flip 0.5 32-21 
(2-HalfGunman で は 指 の 都合 上 、3-HalfGunman や 4-HalfGunman と は 異な り 、 自 由 回 転 数 が 存在 する ) 


2-HalfGunmanReverse 


@Flip 12-23 : 2+0.75 人 S 2+Flip 0.75 12-23 
人 SFlip 12-23 : 2+0.5 人 @ 2+Flip 0.5 12-23 
(同上 ) 


3-HalfGunman 


飼 Flip 43-32・ 3- 人 @ 3-Flip 43-32 
(定義 か ら 、 指 基準 の 運動 で 自由 回 転 数 が 0 の と き は 、 2 軸 以 外 の HalfGunman ( 三 Pass) と 同じ 運動 を する ) 


3-HalfGunmanReverse 

飼 Flip 23-34 : r3+ 登 r3+Flip 23-34 
3-SymmetricalHalfGunman 

飼 Flip 43-32 : 3+ 合 3+Flip 43-32 
3-SymmetricalHalfGunmanReverse 
飼 Flip 23-34 : r3- 合 r3-Flip 23-34 
4.3,2-FluentHalfGunman(Drummer) 


る Flip 54-43 : 4- 有 Flip 43-32 : 3- 愛 Flip 32-21 : 2-0.5 人 @ 4-Flip 54-42 愛 3-Flip 43-32 愛 2-Flip 0.5 32-21 る 4- 愛 3- 愛 2-0.5}Flip 54-21 る 
4 愛 3 愛 21-Flip 54-21 


HalfTap 
飼 Pick 12-12 : 2Us+0.5 飼 2Us+Pick 0.5 12-12 
SemiReverse 


飼 Release 13-13 : 1B>2Us-0.5 飼 1B>2Us-Release 0.5 13-13 
(親指 と 人 差し 指 の 両方 の 面 に 乗っ て 回 転 す る と し て 表記 ) 


3-FakedSonic 


る Flip 43-43 : Tilt 人 @ TiltFlip 43-43 
(初期 動作 は Flip に 相当 する が 、 運 動 を 持た な い 特 殊 な 運動 形態 ) 


4-FakedSonicReverse 


人 タ Flip 34-34 : Tilt 全 TiltFlip 34-34 
(同上 ) 


円 軌道 を 描か な い 3-FakedSonic 


人 Flip 43-43 : Cross 信 CrossFlip 43-43 
(同上 ) 


円 軌道 を 描か な い 4-FakedSonicReverse 


人 Flip 34-34 : Cross 飼 CrossFlip 34-34 
(同上 ) 


3-SonIc 


錠 3+TiBShift 
全 3+BShift 


3-SonicReverse 


飼 3-TiltBShift 
人 @3-BShift 


3-SymmetricalSonic 

飼 Flip 43-43 : Tit 飼 3+TiltPShift 信 Flip 32-32 : Tit 合 TitFlip 43-43 愛 3+TitPShift 飼 TiltFlip 32-32 
3-MoonwalkSonic 

人 Flip 32-32 : Titr3-TiltBShift 人 Flip 43-43 : Tilt な TitFlip 32-32 愛 r3-TiltBShiftTiltFlip 43-43 
3-SlippedSonic 

飼 3Ds+TitBShift 飼 Flip 42-42 : Tilt 飼 3Us+TitBShift 飼 3Ds+TitBShift 飼 TiltFlip 42-42 愛 3Us+TiltBShift 
3-PseudoSonic 


タ Flip 43-43 : Ti 用 3Ds+TiltBShiftr3Ds-TiltBShift 飼 Flip 43-43 : Tilt 全 TitFlip 43-43 愛 3Ds+TiltBShiftr3Ds-TiltBShift つ TiltFlip 43- 
43 


2-HalfWindml 

人 々 Stick : 23+ 人 @ 23+Stick 

2-HalfWindmillReverse 

人 々 Stick : 23- 飼 23-Stick 

Infinity 

錠 Stick : 12+ 飼 Flip 12-23 : r2- 愛 Stick : 23+ 飼 Flip 32-21 : r2+ 合 12+Stick 愛 r2-Flip 12-23 ラ 23+Stick 飼 r2+Flip 32-21 
FakedInfinity 

人 Stick : 12+@ ぐ Down 愛 Stick : 12+@Rise 飼 12+Stick の @Down 愛 12+Stick@ の Rise 
3-SingleAxelSonic (Shadow 43-32) 

飼 Flip 43-32: 3B+0.5 飼 3B+Flip 0.5 43-32 

3-SingleAxelSonicReverse (ShadowReverse 23-34) 

人 SFlip 23-34 : r3B-0.5 Sr3B-Flip 0.5 23-34 

3-MoonwalkSingleAxelSonic (Shadow 32-43) 

飼 Flip 32-43 : r3B+0.5 全 r3B+Flip 0.5 32-43 
3-MoonwalkSingleAxelSonicReverse (ShadowReverse 34-23) 

人 Flip 34-23 : 3B-0.5 飼 3B-Flip 0.5 34-23 


3-SymmetricalSingleAxelSonic (SymmetricalShadow 43-32) 


飼 Flip 43-32 : 3P-0.5 人 々 3P-Flip 0.5 43-32 





この 文章 は 表記 法制 定 の 動き に 合わ せ て 作成 され まし た 。 
ここ で 書か れ て いる 現行 定義 、 現 在 の 定義 と は 2010 年 8 月 5 日 現在 、 一 般 的 に 使用 され て いる 定義 (と 呼ば れる 表記 法 ) の こと を 指 


し ます 。 
当 表 記法 は 、 当 表記 法 内 で 定義 し て いな い 名 移 に 対し て は 効力 を 持た な いも の と し ます 。 


外部 か ら リ ンク され る 場合 は 部 分 ご と に name、id 属性 で 印 を 付け て あり ます の で ソー ス か ら お 確か め の 上 、 ど う ぞ ご 利用 くだ さい 。 
当 文 章 は XHTML 1.0 Transitional に 準拠 し て いま す 。 


2010.8.5 


